
○農林水産省では、被災地の速やかな復興のため、復興事業として、全国の農業・
水産業分野の先端技術の現場への導入を実証する研究を進めてきました。

○第１期復興・創生期間が令和２年度で終了するため、本事業も最終年度を迎える
ことから、平成30年度から令和２年度までに得られた成果について、全体の成果
発表会を開催します。

○復興の現場が直面する課題に役立つ成果についてご紹介します。研究者と直接
お話いただくことも可能ですので、生産者の皆様、ぜひお越しください。

⽇時︓令和２年12⽉11⽇（⾦）10:00〜16:00
場所︓コラッセふくしま 多⽬的ホール
主催︓農林⽔産省

定員１５０名
参加費無料

※3密防⽌のため、会場の定員が360名のところ、150⼈に制限して開催します。
※当⽇の発表資料等については、後⽇農林⽔産技術会議事務局のHPに掲載いたします。
http://www.maff.go.jp/docs/sentan_gijyutu/sentan_gijyutu.htm

農業分野
実証地 時間 実証課題名
福島県 12:30〜12:55 原発事故からの復興のための放射性物質対策に関する実証研究

福島県 13:00〜13:25 ⾃給飼料を導⼊した⼤規模⽔⽥輪作による耕畜連携システムの実証研究

福島県 13:30〜13:55 栽培中断園地における果樹の早期復旧に向けた実証研究

福島県 14:00〜14:25 ⼤規模露地野菜の効率的栽培管理技術の実証研究

福島県 14:30〜14:55 花きの計画⽣産・出荷管理システムの実証研究

岩⼿県 15:00〜15:25 復旧⽔⽥における先端技術導⼊による⽔⽥営農の⾼度安定化に向けた実証研究

岩⼿県 15:30〜15:55 きゅうり産地の復興に向けた低コスト安定⽣産流通技術体系の実証研究

⽔産業分野
実証地 時間 実証課題名
福島県 10:05〜10:30 操業の効率化、資源管理、流通の体系化に関する実証研究

福島県 10:35〜11:00 ⽔産物の⾼付加価値化のための⽔産加⼯業に関する実証研究

福島県 11:05〜11:30 福島県内⽔⾯漁業の復活に向けた種苗⽣産・供給技術に関する実証研究

宮城県 11:35〜12:00 異常発⽣したウニの効率的駆除及び有効利⽤に関する実証研究

タイムテーブル



所属・役職 お名前
成果発表会

⽔産業 農業

参加申込⽅法
〇メールまたはFAXからお申込みください。
〇申込締切⽇︓令和2年12⽉4⽇（⾦）12時必着
E-mail︓sentan_gijyutu@maff.go.jp
FAX︓03-3593-2209
HP︓http://www.affrc.maff.go.jp/docs/sentan_gijyutu/attach/doc/R2SeikaHappyo.xls

「⾷料⽣産地域再⽣のための先端技術展開事業」
研究成果発表会参加申込書（農林⽔産省農林⽔産技術会議事務局 研究推進課 宛て）

所在の都道府県名︓
勤務先・所属名・職業等︓
TEL︓ FAX︓

申込書のダウン
ロードはこちら

アクセス

※お申込みによって得られた個⼈情報は厳重に管理し、ご本⼈への連絡を⾏う場合、及び新型コロナ
ウィルスの感染発⽣時に限り利⽤します。

※体調不良の⽅は⼊場をお断りします。当⽇は検温の上お越しください。
※会場内ではマスクの着⽤、⼿指の消毒にご協⼒をお願いします。

〇電⾞の場合
JR福島駅（東北新幹線、東北本線、奥⽻本線）
⻄⼝より徒歩3分

〇⾃家⽤⾞の場合
東北⾃動⾞道 福島⻄IC、飯坂ICから約15分

〔駐⾞場〕
・コラッセふくしま有料駐⾞場利⽤可

※30分まで無料、以降30分毎100円。
※共通駐⾞サービス券が使⽤可能

・近隣に有料駐⾞場（⺠間）あり
※30分100円〜150円

（駐⾞場の台数に限りがございますので、なるべく公共交通
機関でお越し下さい。）

＜お問い合わせ先＞
農林⽔産省農林⽔産技術会議事務局 研究推進課（豊井、宮垣、上⽥）

東京都千代⽥区霞が関1-2-1 TEL:03-3502-8111（代表）／FAX︓03-3593-2209

福島県福島市三河南町1番20号


